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視
点
・
論
点
③

「
災
害
派
遣
」
で
進
む
自
衛
隊
に
よ
る
治
安
管
理
体
制
構
築　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
五
律

　

深
夜
に
迷
彩
服
姿
の
男
が
、
二
人
連
れ
、
三
人
連
れ
で
歩
道
を
ウ
ロ
ウ
ロ
歩
い
て
い

る
。
そ
う
し
た
光
景
に
出
く
わ
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う
。
全
く
異
様
な

光
景
だ
。
そ
う
し
た
光
景
が
、
七
月
一
六
日
か
ら
一
七
日
の
深
夜
、
東
京
二
三
区
の
あ

ち
こ
ち
に
出
現
し
た
。
迷
彩
服
の
男
た
ち
の
正
体
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
一
師
団
第
一
普

通
科
連
隊
の
隊
員
。
二
三
区
展
開
訓
練
を
し
て
い
た
者
ら
だ
。
彼
ら
が
、
出
発
点
で
あ

る
練
馬
駐
屯
地
か
ら
遥
か
に
遠
い
地
域
に
到
達
し
た
の
は
、
深
夜
の
こ
と
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

非
常
呼
集
を
し
て
か
ら
一
時
間
で
出
撃
態
勢
を
整
え
た
第
一
普
通
科
連
隊
は
、
午
後

七
時
に
偵
察
隊
が
出
発
し
た
の
に
続
い
て
、
中
継
隊
、
連
絡
班
、
先
遣
小
隊
の
順
に
、

徒
歩
で
二
三
区
の
区
役
所
に
向
か
っ
た
。
練
馬
駐
屯
地
に
は
、
そ
れ
に
続
く
は
ず
の
部

隊
も
待
機
。
そ
し
て
到
達
先
で
は
、
通
信
体
制
を
構
築
し
、
情
報
通
信
訓
練
を
行
っ
た
。

し
か
も
、
台
東
、
荒
川
、
板
橋
、
練
馬
、
足
立
、
葛
飾
で
は
、
庁
舎
内
で
待
機
（
宿
泊
）

し
た
。
自
衛
隊
に
よ
る
深
夜
の
区
役
所
ジ
ャ
ッ
ク
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
展
開
訓
練
は
、「
災
害
派
遣
」
名
目
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
展
開
の

仕
方
は
、
治
安
出
動
、「
大
規
模
テ
ロ
対
処
」
に
も
通
じ
る
も
の
だ
。「
災
害
派
遣
」
だ

と
し
て
も
、そ
れ
は
自
治
体
の
要
請
を
待
た
な
い
で
自
衛
隊
が
勝
手
な
判
断
で
行
う「
自

主
派
遣
」
を
想
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自
衛
隊
主
導
の
「
災
害
対
処
」
態
勢
構
築

訓
練
だ
と
言
え
よ
う
。

　

実
動
し
た
の
は
、
第
一
普
通
科
連
隊
だ
け
で
は
な
い
。
第
一
師
団
隷
下
の
部
隊
は
、

埼
玉
か
ら
朝
霞
へ
の
徒
歩
移
動
や
御
殿
場
か
ら
東
京
あ
る
い
は
横
浜
へ
と
展
開
す
る
訓

練
を
し
て
い
た
。第
一
師
団
を
隷
下
に
置
く
東
部
方
面
隊
全
体
が
動
い
て
い
た
よ
う
だ
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
は
「
自
衛
隊
統
合
防
災
訓
練
」
の
一
部
。
そ
の
メ
イ
ン
は
、
五
〇
〇

〇
名
も
が
参
加
す
る
図
上
演
習
だ
っ
た
の
だ
。
図
上
演
習
は
、
東
京
直
下
型
地
震
が
発

生
し
て
三
日
後
に
統
合
部
隊
を
編
成
し
、
六
〇
〇
人
程
度
の
司
令
部
を
立
ち
上
げ
た
と

い
う
想
定
。
統
合
幕
僚
長
が
統
裁
官
、東
部
方
面
総
監
が
統
合
部
隊
司
令
官
を
務
め
た
。

参
加
し
た
の
は
、
陸
海
空
三
自
衛
隊
だ
け
で
は
な
い
。
関
係
府
省
庁
（
内
閣
官
房
（
安

危
）、
内
閣
府
（
防
災
）、
警
察
庁
、
総
務
省
、
消
防
庁
、
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農

林
水
産
省
、経
済
産
業
省
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、原
子
力
安
全
保
安
院
、国
土
交
通
省
、

海
上
保
安
庁
、
気
象
庁
、
環
境
省
）、
地
方
自
治
体
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
さ
い
た
ま
市
、

神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
、
千
葉
県
）。
さ
ら
に
は
、
在
日
米
軍
も

参
加
し
て
の
調
整
所
訓
練
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
身
は
、
市
ヶ
谷
の
調
整
所
で
は
政
府

の
方
針
に
基
づ
い
て
米
軍
の
活
動
部
隊
を
決
め
る
、
朝
霞
の
調
整
所
で
は
自
治
体
が
求

め
る
支
援
項
目
の
把
握
や
日
本
の
各
省
庁
と
の
調
整
に
当
た
る
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た

そ
う
だ
。

　

こ
の
訓
練
の
背
景
に
は
、
中
央
防
災
会
議
の
首
都
直
下
地
震
対
処
計
画
の
見
直
し
が

あ
る
。現
在
、「
災
害
緊
急
事
態
対
処
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」は
、二
〇
一
三
年
春
に
向
け
、

応
急
対
策
活
動
要
領
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
各
省
庁
で
も
検
討

が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。
七
月
一
九
日
に
中
央
防
災
会
議
の
防
災
対
策
推
進
検
討
会
議

の
作
業
部
会
が
出
し
た
中
間
報
告
で
は
、
政
府
全
体
の
業
務
継
続
方
針
の
策
定
を
最
重

点
課
題
と
し
、維
持
す
べ
き
必
須
機
能
と
し
て
「
内
閣
機
能
」「
被
災
地
へ
の
対
応
」「
国

民
生
活
の
基
盤
維
持
」「
経
済
・
金
融
の
安
定
」「
防
衛
機
能
・
治
安
維
持
」「
外
交
機
能
」

を
挙
げ
た
（「
産
経
新
聞
」
七
月
二
〇
日
）。

　

こ
の
中
間
報
告
か
ら
し
て
も
、
防
衛
省
自
衛
隊
も
業
務
、
即
ち
防
衛
機
能
の
維
持
が

第
一
義
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
防
衛
省
・
自
衛
隊
が
次
に
担
う
と
す
れ
ば
、

「
治
安
維
持
」。
今
回
の
自
衛
隊
統
合
防
災
訓
練
に
も
参
加
し
た
自
治
体
、
即
ち
９
都
県

市
合
同
防
災
訓
練
で
も
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
の
混
乱
な
ど
へ
の
対
処
訓
練
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
住
民
を
治
安
対
象
と
す
る
こ
と
を
災
害
対
処
で
も
前
提
と
し
て
い
る
こ
と

自
体
へ
の
批
判
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。

（
い
け
だ
・
い
つ
の
り
／
戦
争
に
協
力
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！
練
馬
ア
ク
シ
ョ
ン
）




